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Ⅵ 互 助 制 度 

 

１ 互助組合関係事務の手続き 

退職に伴う互助組合関係の事務は次のとおりです。このうち（１）については、退職が

決まったら提出してください。１月から受付を行います。３月末までに提出をお願いしま

す。 

 なお、（２）及び（３）については、４月中旬に一括して本人あてに通知しますので、

それまでは手続きは不要です。 

 

（１）退職が決まったら手続きが必要なもの（提出期間１月～３月末） 

給付金 

項目 該当者 手続き 備考 

①退職慰労金 退職者全員 

69～70 頁 

退職後、再任用などになる方

も提出が必要 

 

②退職特別給付金 結婚することなく

在会 25 年以上の退

職者 

在会中、一度も結婚歴がない

方 

 

退職互助部 

項目 該当者 手続き 備考 

③資格取得 

（資格取得届） 

退職互助部の加入

者で 45 歳以上※の

退職者 

 

71～74 頁 

 

加入配偶者がいる場合は本

人と配偶者のそれぞれの資

格取得届が必要 

④脱退 

 （積立返戻金） 

退職互助部の加入

者で 45 歳未満※の

退職者及び 45 歳以

上※の退職者で脱

退を希望する者 

退職互助部掛金既納額を返

戻します 

⑤退職時掛金一括

納入制度 

退職互助部未加入

の退職者（55 歳以

上）で、退職互助部

の資格取得を希望

する者 

別に定める掛金を一括納付

することで、その退職した日

の翌日から退職組合員の資

格を取得することができる 

 

※令和５年度以降に退職互助部に申し込みをした方は５５歳。 

教職員互助組合 
095-824-4721 
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（２）退職に伴い精算が必要なもの（退職慰労金から自動的に差し引きを行います） 

項目 該当者 手続き 備考 

⑥退職互助部 

一時払掛金 

および 

一括納入掛金 

退職互助部の掛金

の納入が完了して

いない退職者 

 

71～74 頁 

差し引き後、不足が生じた場

合は改めて通知します 

（４月２０日前後に通知） 

⑦貸付未償還金 貸付金を償還中の

退職者 
全額償還 

 

（３）その他（該当者へ４月中旬に通知します） 

項目 該当者 手続き 備考 

⑧団体扱い保険 互助組合の団体扱

いで生命保険・自動

車保険に加入して

いる退職者 

個人で保険会

社と手続き※ 

４月から給与引き去りが

できません 

保険料の滞納が続くと失

効することがあります 

※ 退職後、再任用（フルタイム）をする方  

教弘保険と全教共済は、個人で保険会社と手続きが必要です。 

その他の保険は、引き続き給料から天引きされます。 

 

◆ 再任用、臨任などに伴う現職互助組合員の資格について 

退職後の任用形態 現職の互助組合事業 退職互助部事業 

再任用 

（フルタイム） 

現職の互助組合員の資格を有する 

・掛金納入あり 

・一部事業を除き現職事業を利用でき

る（除外：貸付、リフレッシュ活動費、

退職特別給付金） 

・生命保険・自動車保険の団体扱い可 

（ただし、教弘保険、全教共済は不可） 

資格取得後、退職互

助部の事業を受ける

ことができる 再任用（短時間）  

臨時的任用職員 

会計年度任用職員 

５号組合員の資格を有する 

・掛金納入は希望制※ 

・利用できる事業が限定されている 

・生命保険・自動車保険の団体扱い不可 

※５号組合員（掛金あり）の詳細は、「令和５年度版 互助組合のしおり」に掲載。 
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退職互助部に加入している方 

４５歳以上※で退職後、退職互助部の資格に切り替える 

（退職互助部の事業を受ける） 

「退職組合員資格取得届」（様式退第２号） 

記入要領７４頁 

 

（３）退職互助部の資格取得 

  

現職中、退職互助部に加入している方が満４５歳以上※で退職されたときは、下記の手

続きを３月末までに行ってください。 

 

①提出書類 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  配偶者も一緒に加入している場合（組合員が２人分の退職互助部掛金を払った場合）

は、本人に加えて配偶者の資格取得手続きが必要です。 

 

・「退職組合員資格取得届」はＷＥＢ申請ができます。詳細は別途お知らせします。 

・４５歳未満※で退職する方は資格取得することができませんので、「積立返戻金請求書」

を提出してください。 

・４５歳以上※の退職者で退職互助部に切り替えない（脱退を希望する）場合は、「積立

返戻金請求書」を提出してください。 

 

※令和５年度以降に退職互助部に申し込みをした方は５５歳。 

 

◆ 退退職職互互助助部部のの掛掛金金をを完完納納ししてていいなないい場場合合  

  

退職互助部掛金は、２４０回（２０年）で完納となります。掛金残額がある場合は、一

時払掛金の納入が必要です。 

  

①算出方法 

 一時払掛金（掛金残額）＝ 退職月の掛金額 × （２４０回－既納回数） 

 

②手続きおよび納入方法 

掛金残額は、特に申し出がない限り、運営規則第３１条の規定により「退職慰労金」か

ら差し引きます。なお、差し引き後、不足金が生じる場合は、本人へ通知しますので、不

足額を払込んでいただくことになります。 

現職組合員（本人）…１部提出 

現職加入配偶者  …１部提出 
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◆◆  定定年年延延長長にに伴伴うう６６１１歳歳以以上上のの給給料料月月額額等等７７割割措措置置時時のの退退職職互互助助部部掛掛金金にに

つついいてて  

 

新規採用等により４０歳超で退職互助部に加入した方や、４０歳超で配偶者を追加し

た方は、掛金完納時期が６０歳を超えることになります。しかし、掛金の基準となる給料

月額が７割に減額されることにより、６０歳までに掛金を完納した方と比べると掛金総

額が少なくなり、差が生じます。 

この差を是正するため、給料月額等が７割措置後も掛金を納めていただく必要がある

方は、６０歳に達した年度末時点の「給料月額×残回数」を納入していただきます。ただ

し、７割措置後の給料月額を基に給料から掛金が控除されますので、退職時にその差額を

納入していただくことになります。 

 

（例）４５歳で加入・掛金納入を開始した場合 

４５歳                    ６０歳          ６５歳 

  毎月の給料月額を基に計算した掛金 

        ×１８０回（１５年） 

②７割措置後の給料月額をも

とにした掛金×６０回（５年） 

 

 

 

 

 

 

①６０歳に達した年度末時点の掛金残額は、該当者へ通知します。 

 

 

 

 

 

 

  ６０歳に達した年度末で退職し、その後再任用や臨時的任用職員となる方で退職互

助部掛金の残金がある場合は、退職月の掛金額×残回数で計算します。（７１頁） 

  掛金残額は、特に申し出がない限り、「退職慰労金」から差し引きます。なお、差し

引き後、不足金が生じる場合は、本人へ通知しますので、不足額を払込んでいただくこ

とになります。 

 

 

  

①６０歳に達した年度末時点の掛金残額を計算 

  

６０歳に達した年度末時点の給料月額を基にした 

掛金 × 残回数（６０回） 

退職時に納入する額＝ 

①で計算した額 

－②納入済の額  

退職後に再任用や臨時的任用職員をする予定です。 

退職互助部の掛金残額がある場合はどうなりますか？ 
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退職互助部に加入していない方 

55 歳以上の退職者で退職時加入を希望する 

（退職互助部の事業を受ける） 

（単位：円）

S38.4.2 S39.4.2 S40.4.2 S41.4.2 S42.4.2 S43.4.2 S44.4.2 S45.4.2

〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜

S39.4.1 S40.4.1 S41.4.1 S42.4.1 S43.4.1 S44.4.1 S45.4.1 S46.4.1

R5 545,000 555,000 565,000 575,000 585,000 595,000
×

55歳未満
×

55歳未満

R6 535,000 545,000 555,000 565,000 575,000 585,000 595,000
×

55歳未満

※令和５～６年度の基準年齢６１歳、基準額535,000円

退
職
年
度

生年月日

※

「退職時掛金一括納入申出書」（様式退第１８号）と「退職組合員資格取得届※」（様式退第２号） 

※配偶者も希望する場合、資格取得届は組合員と配偶者それぞれ１部ずつ作成し提出。 

（４）退職時掛金一括納入制度 

 

５５歳以上で退職する退職互助部未加入者のうち、退職互助部の資格取得を希望する

方は、一括納入掛金（下表参照）を納入することにより、その退職した日の翌日から退職

組合員の資格を取得することができます。以下の書類を３月末までに提出してください。 

 

①提出書類 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

②一括納入掛金 

令和５年度から定年年齢が２年ごとに１歳ずつ引き上げられることから、退職年度や

年齢により異なります。なお、一括納入掛金額は、本人・配偶者それぞれに必要な金額と

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度以降の一括納入掛金の金額は異なりますので、互助組合へお問合せください。 

 

③手続きおよび納入方法 

一括納入掛金は、特に申し出がない限り、運営規則第 31 条の規定により「退職慰労

金」から差し引きます。なお、差し引き後、不足金が生じる場合は、本人へ通知しますの

で、不足額を払込んでいただくことになります。  
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３ 退職互助部制度 

この制度は相互扶助の精神のもと、退職後の生活をサポートすることを目的として、 

昭和４８年に発足しました。令和５年６月末現在、退職組合員と退職加入配偶者合計で 

１６，２６９人となっています。 

～退職互助部では、終身にわたって退職後の生活をサポートします～ 

◆ 対象者   退職組合員（本人）および退職加入配偶者（配偶者） 

  ・退職互助部掛金を完納し、「退職組合員資格取得届」を提出した方。 

 

◆ 権利とその期間 

退職組合員、退職加入配偶者それぞれが独立した権利を持ち、期間は終身です。 

  ・退職加入配偶者の給付等の条件は、退職組合員（本人）と同じです。 

 

 

    配偶者も加入させたい！どのような手続きが必要ですか？ 

     

（１）組合員本人が退職互助部に加入済みの場合  

⇒組合員本人が退職する前に「現職加入配偶者加入申込書」（様式退第１０号）を 

提出する。詳細 13 頁（Ｑ．40） 

 

（２）組合員本人が退職互助部に加入していない場合 

     ⇒組合員が退職する時に、退職時掛金一括納入制度を希望する。詳細 73 頁 

 

 

ご存じですか？ 

現職中の医療費は、手厚い給付により自己負担が軽減されています！ 

 

 

 

 

 

※一部負担金払戻金（１レセプトで 25,000 円もしくは 50,000 円を超えた額を給付。） 

ポポイインントト  

①は「健康保険が共済組合」の給付 

②は「現職の互助組合員」の給付 

   

退職互助部では、健康保険の種類にかかわらず、終身で医療費を助成しています。 

1100,,440000 円円  

窓口負担          40,000 円 

※①共済組合の附加給付   △15,000 円 

②互助組合の療養費   △14,600 円 

最終的な自己負担 

【現職中に１つの病院でひと月 40,000 円支払ったとき】公立学校共済組合員長崎支部の場合 

退職後に健康保険が変わると、 

これらの給付は受けることができません。 
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〔１〕事業内容（令和５年４月１日現在） 

給 付 事 業（請求期限は事由発生から３年です） 

 

（１）医療補助金（請求が必要です） 

健康保険証を使って病院（薬局）で支払った医療費の一部負担金が給付の対象です。た

だし、国又は地方公共団体等が負担する高額療養費等は控除します。 

 

①給付額（算定方法） 

 

 

 

 

 

②計算例 （ひと月に４つの医療機関を利用した場合） 

 

 

  

  

 

 

  

 

   【７０歳未満】外来・入院それぞれで合計した医療費をもとに算定 

          （外来合計 11,000 円-3,000 円）×50% ＝  4,000 円 

（入院合計 43,300 円-3,000 円）×50% ＝  20,100 円 

⇒ 15,000 円（給付上限） 

                             この月の給付額計 19,000 円  

 

      【７０歳以上】外来入院の区分なく月合計した医療費をもとに算定 

            （月合計 54,300 円-6,000 円）×50%  ＝  24,100 円 

⇒ 20,000 円（給付上限） 

                            この月の給付額計  20,000 円  

 

     【留意点】 

「公立学校共済組合長崎支部の附加給付」「互助組合の療養費・家族療養費」は

差し引いて、医療補助金の算定を行います。 
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（２）長寿祝金（請求不要） 

退職組合員または退職加入配偶者が 77 歳（喜寿）、88 歳（米寿）、99 歳（白寿）に達し

た時に、10,000 円の祝金を贈呈します。 

 

（３）弔慰金（遺族の方からの請求が必要です。） 

退職組合員または退職加入配偶者が亡くなられたとき、下記により遺族に給付します。 

 

退職後 １年以内に死亡したとき 100,000 円 

２年以内   〃 60,000 円 

３年以内   〃 40,000 円 

４年以内   〃 20,000 円 

５年以内   〃 10,000 円 

５年を超えて 〃 5,000 円 

 

厚 生 事 業    補助対象…退職組合員および退職加入配偶者 

（１）予防保健事業 

〈検（健）診・ドック補助〉 

病気の予防・早期発見に努めることを目的として、各種検（健）診および各種ドック受

診等の健康管理をサポートするため、その経費を補助します。 

①補助対象  

・市町が募集する検（健）診ドック及び医療機関が実施する検（健）診やドック 

（例）特定健康診査、一般検診、生活習慣病予防検診、各種がん検診 など 

   人間ドック、脳ドック、PET ドック、歯科ドック など 

②補助内容  年度 15,000 円 

 ※検（健）診・ドックの種類ごとに１００円未満は切り捨て 

 ※年度内に複数受診した場合は、補助金の限度額の範囲内で補助 

③補助対象とならないもの 

 ・保険診療で受診した検（健）診やドック  ・予防接種 

 ・病気予防に直接関係ない健康診断（就職や入学・留学、生命保険加入、介護サービス 

利用、イベント参加のための健康診断など） 

 

（２）宿泊補助 

互助組合指定旅館に宿泊するときに、１人１泊につき 2,000 円を補助します。 

 ・１人年度３泊まで利用できます。 

 ・指定旅館の一覧表は「互助だより－退職互助部編－3 月号」で案内します。 
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（３）セカンドライフサポート事業 

①ランチセミナー 

退職後の生活に役立つ情報の提供及び組合員同士や同僚等との交流の場の提供を目

的に、ランチとセミナーをセットにしたランチセミナーを実施します。 

 

②暮らしとお金の相談窓口 

 ファイナンシャルプランナーに無料で相談できる窓口を設置しています。 

 

（４）福祉給付金 

身体障害者手帳１級・２級および福祉医療費受給者証を所持している方に年度１回

10,000 円を給付します。（自動給付） 

 

（５）ふるさと便り 

県外在住者（福岡県以外）の方にふるさと長崎の近況をお知らせする「ふるさと便り」

をお届けします。 

 

（６）広報誌「互助だより－退職互助部編－」 年３回（５月、９月、３月）発行 

 

支 部 事 業     

 県内及び福岡県に１６の支部があり、組合員相互の交流を図るため、自主的な企画・運

営のもとに支部総会の開催や地域の特長を生かした厚生事業が実施されています。 

 

■支部組織 １６支部（退職後の居住地で支部に所属することになります） R5.6 末現在（人） 

支部名 組合員数 支部名 組合員数 支部名 組合員数 支部名 組合員数 

長 崎 3,913 大 村 1,485 東 彼 398 壱 岐 379 

佐世保 2,630 平 戸 342 南 高 1,061 対 馬 407 

島 原 810 松 浦 180 下五島 434 西 海 143 

諫 早 2,056 西 彼 922 上五島 184 福 岡 402 

福岡以外の県外組合員数 523人  合計組合員数 16,269人 

■支部活動実施状況 ７９ページ 

その他の事業 

提携施設等割引事業（互助組合会員証の利用） 

  

提携施設を利用する際、互助組合会員証を提示することにより割引・特典を受けることが

できます。 
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令和４年度事業実施報告一覧

支部 実施事業 内容 実施時期
長崎 研修旅行 日帰り（名護屋城博物館方面） 11/25

レクリエーション テニス・卓球大会 9/30・10/5
レクリエーション 文化まつり 10/28
サークル活動 ボウリング（休止）・卓球・テニス・水泳（休止）・グランドゴ

ルフ・カラオケ・登山・写真（準備中）・史跡めぐり
週・月ごと

佐世保 レクリエーション ボールルームダンス大会 中止
レクリエーション 映画鑑賞 9/1～9/29
研修旅行 日帰り 中止
地区活動 講演「北松浦の半島野生生物」 11/21

島原 レクリエーション 囲碁会 中止
レクリエーション ソフトテニス 月・水・金
レクリエーション ソフトテニス大会 11/30
レクリエーション グランドゴルフ 月・水・金
レクリエーション グランドゴルフ大会 10/12
研修旅行 日帰り（大宰府） 中止
社会参加 郷土美化活動 7/5・10/5・1/15

諫早 レクリエーション グランドゴルフ大会 10/18
レクリエーション 趣味の作品展 11/11～11/13
レクリエーション 親睦ウォーキング 11/21

大村 研修旅行 日帰り（唐津市） 11/29
レクリエーション 趣味の作品展（絵画・書・写真・手工芸・生花・盆栽・収集品） 10/11～10/17

平戸 研修旅行 日帰り（糸島方面） 11/10
研修旅行 研修会「平戸郷土史あれこれ」 7/13
レクリエーション グランドゴルフ大会 9/14
レクリエーション ２支部グランドゴルフ大会 10/5

松浦 研修旅行 日帰り（鹿島市・大村市方面） 11/17
研修旅行 日帰り（鳥栖・久留米方面） 3/2
レクリエーション ペタンク大会 中止
レクリエーション ２支部グランドゴルフ大会支部グランドゴルフ大会 10/5

西彼 レクリエーション ペタンク交流会 4/25・9/30
レクリエーション グランドゴルフ交流会 5/16・10/28
レクリエーション 輪投げ交流会 11/18

東彼 研修旅行 実施しない ー
サークル活動 手芸 9回実施
レクリエーション グランドゴルフ大会 9/27・3/2
レクリエーション 健康ウォーキング 11/25・3/27

南高 研修旅行 日帰り（研修地：未定） 中止
地区活動 歓迎会 中止
レクリエーション 親睦グランドゴルフ大会 中止
地区活動 研修会 中止
地区活動 新年会 中止

下五島 レクリエーション グランドゴルフ大会 9/24
地区活動 女性の集い 10/27
地区活動 支部だより 年5回
地区活動 機関誌　第43号発行 12月
レクリエーション ブルーハーモニー演奏会 10/23

上五島 研修旅行 未定 中止
レクリエーション グランドゴルフ大会 6/19・10/21
レクリエーション 陶芸教室 9/22・10/21
レクリエーション 園芸教室 11/29

壱岐 研修旅行 １泊２日（日本の元気を取り戻す旅・阿蘇） 中止
地区活動 役員研修「壱岐学講座」 3/5
レクリエーション グランドゴルフ大会 9/22
レクリエーション 壱岐市教職員文化芸術展 10/31～11/3

対馬 研修旅行 日帰り（対馬博物館） 7/9
レクリエーション 囲碁大会 中止
レクリエーション グランドゴルフ大会 10/6・10/13
レクリエーション 料理講習会 12/1
地区活動 文集「再会」の発行 8/9

西海 研修旅行 日帰り（研修地:針尾無線塔・浦頭引き揚げ記念資料館） 10/27
レクリエーション ペタンク大会 9/22
レクリエーション グランドゴルフ大会 11/12

福岡 研修旅行 日帰り（巌流島・唐戸市場） 10/19
地区活動 懇親会 2/22
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